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Abstract
The organization man is the stereotype man in the stereotype city of 10,000,000 represented by Kenzo 
Tange （1913-2005）in his “A Plan for Tokyo, 1960” （1961）. The role of organization man concerns tightly 
the life of the city of 10,000,000 with the organic city model.
I will examine mainly with the two texts. The one is “The The Organization Man” （1956） written by Wil-
liam Hollingsworth Whyte, Jr.） （1917-1999） in the field of social science. Tange might consult the idea of 
Whyte’s organization man. The other is “The Conditions of Economic Progress” （1951）（by Colin Grant 
Clark （1905-1985） in the field of economics and statistics. It is clear that Tange refers to Clark’s way of 
analysis for statistics.











ランプニャーニ（Vittorio Magnago Lampugunani）が 都市計画理論のアンソロジー・“Die Anthologie zum 
Stätebau　Band III 2）”（2005）の ‘Metabolismus’の章に「東京計画 1960」のテキスト（英語版）を収録してい
る．本書は，「工学系・社会科学系・芸術学系にまたがるがゆえに都市計画学が切り離すことは出来な
いと同時に，学際的，社会的な議論に参加するためのインターフェイス（1） 」として都市計画理論を位置
づけ，その真正な基盤としての原典（2）に当たることを重視する立場から編纂された．全 3 巻のうち第 3
巻に当たる本書は，第二次世界大戦後から現代までのテキストを選択し収録している．筆者は，































副編集長だった W.H. ホワイト（William Hollingsworth Whyte, Jr.（1917-1999）のベストセラー，“The 
Organization Man9）”（1956）である．
丹下自身は，「東京計画 1960」を，東京大学・丹下研究室での過去 10 年に渡る都市研究の成果 と位置
づけている．しかし，丹下は，「東京計画 1960」発表に先立つ 2 年前，すでに博士論文「大都市の地域構
造と建築形態」において，過去の研究活動の一部をまとめている．そこでは，全国から東京へ流入する
人口動態の基本要因を，就業している産業の種類，所得など，経済活動に関するものにしぼっている．
この視点は，「東京計画 1960」に引き継がれ，世界の巨大都市を 1000 万都市という類型の中で論じる基
盤となっている．
そのような分析の視点や方法は，経済学および統計学の分野から丹下が援用したものである．特に C. 
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丹下健三の都市論の基本的な特質
－ 157 －
ホワイトの“The Organization Man”は，1959 年に，『組織の中の人間—オーガニゼーション・マン12）』（以
下『組織の中の人間』）として日本でも翻訳が出版された．
本研究において，本書を参照するのは，丹下のオーガニゼイション・マンとホワイトのオーガニゼー
























1000 万都市は，人口の第 3 次化の過程で世界の先進諸国に出現した．第 3 次産業人口は 1000 万都市
人口の大半を占め，さらに増加傾向にあり，各国の第 3 次産業活動を支える（13）．
 丹下は，この特質を，人口移動についての以下の捉え方から得ている．
経済発展に伴って，人口は，労働の生産性のより高い産業に移動するが故に，第 1 次産業から第 2 次









次産業から第 2 次産業，さらに第 3 次産業に移動し，それによって国民の平均所得も上昇するというも
のである．そしてこの法則は，そのまま，先に見た，丹下の 1000 万都市の特質の基盤となる．
丹下は，ペティ＝クラークの法則については，第 2 次大戦後も有効であり，敢えて証明する必要の無







オーガニゼイション・マンは，第 3 次産業に従事することによって，近世（17 世紀）のヨーロッパ（オ
ランダなど）および，19 世紀半ばから第二次大戦前までの世界先進国と同様，国の経済発展に寄与し，
国民の平均・分配所得を上昇させることに貢献している国民である．



























































丹下は，産業の高度化と流通管理という視点から第 3 次産業を考察する．まず，丹下は，第 3 次産業





















「世界の 1000 万都市に集結しつつある機能そうして人口はこの生産的第 3 次諸機能の中枢に属する人
口である．いわゆるオーガニゼイション・マンである（31）．」
この定義から，オーガニゼイション・マンについて 3 つの特質を得る．
























































































本研究は，2000 年から 2001 年にかけて，スイス連邦工科大学・建築理論研究所における近代都市理
論についての研究プロジェクトに参加し，メタボリズムのオリジナルテキストの編集と解説を行ったこ







場から示唆してくださった渡辺俊一先生に感謝申し上げます．また，本研究は， International Planning 
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考文献 5））が 2005 年に出版された．日本では，ジッテは『広場の造形』（鹿島出版会，1983）の著者として知
られているが，本書では，彼の造形理論を，彼の遺伝学的視点，社会的な理想像，集団主義的イメージとあ
わせて論じている．
（6）　参考文献 6）p.301，l. 12 ～ 14
（7）　丹下健三，大都市の地域構造と建築形態，1959，第 1 章 p.2 ～ 3
（8）　参考文献 1），p.82，左 l. 33-34
（9）　 『新建築』の編集長をつとめ丹下と親しかった川添は，メタボリズム発表時には，科学技術によって進歩した
機器によって，言葉を介さずにコミュニケーションする人間を描いている．また都市と文明を対応させた著




（10） 生命をもった有機体をモデルとして都市を捉えた．著書“Cities in Evolution － A Introduction to The Town 
Planning Movement and to the Study of Civics” （1915）については近代都市論の基本文献として，現在まで重版
（1945,1971,1997）・増刷されている．
（11） ホワイトの “The Organization Man”出版と同年，都市論，文明論などですでに高名であった L. マンフォード
（Lewis Mumford）も “The Transformation of Man”（New York : Harper, 1956）を出版している．文化・文明の変遷
に過去，現在，未来の人間像を対応させて論じたものである．マンフォードは，これを遡る 12 年前，第二次
大戦中にも， “The Condition of Man”（London: M. Secker & Warburg, 1944）において，すでに人間の生活の変遷
を文明史的に論じている．
　         なお，東京都総務局文書調査係（編）による都市問題調査資料（参考文献 14）～ 16））には，1950, 1951 年にマ
ンフォードの “The Culture of Cities”（1938）および“City Development”（1945）の抄訳が掲載されている．マン
フォードに，当時の日本の主流であった巨大都市抑制論の論理的根拠を求めたのではないかと推察される．
（12） 3 つの特質は，「東京計画 1960」において 1000 万都市についての記述の中から特に筆者が特徴的と思うものを
とりあげた．丹下が 3 つの特質としてあげているのではない．
（13）参考文献 1） p.83，l. 35 ～ 46
（14）同上，p.83，1. 9 ～ 14




（17）参考文献 10），p.395 ～ 439
（18）参考文献 8），第 1 章 p.3
（19）同上，第 1 章 p.4，l.19 ～ 20
（20）参考文献 8），第 1 章，p.13, l. 23 ～ p.14, l. 7
（21）「大都市の地域構造と建築形態」執筆の 4 年後，「東京計画 1960」出版の 2 年後の 1963 年に建築基準法が改正
され，容積地域性が指定された．
（22）首都圏の範囲については，空間の尺度を絞り込む途上で変えている．
（23）参考文献 8），p.78 ～ 90，参考文献 1），p.86，左 l. 1 ～ 2
（24）参考文献 1），p.88，左 l. 23 ～ 27
（25）同上，p.82，左 l. 11 ～ 13
（26） 第 3 次産業としてのコミュニケーションの事例としてマス・プロダクションの需要を促進するマス・コミュ
ニケ－ションを挙げる．また，文化，政治，経済と情報を提供し合うジャーナリズムを挙げる．参考文献 1） p.82，
左 l. 22 ～ 23，p.87，p.24 ～ 27
（27）参考文献 1），p. 82，左 l.25 ～右 l.6
（28） クラークは，『経済進歩の諸条件』において，経済成長の国際比較を行うために，初めて第 1 次，第 2 次，第
3 次産業という分類を試み，以後，この分類を定着させた．
（29）参考文献 1），p.87，l. 10 ～ 13
（30） 1955 年度の東京都都民についての統計では，年間一人当たりの勤労所得は，第 2 次産業：154,100 円に対し
て第 3 次産業：139,500 円と下回る．分配所得に関しては，第 2 次産業：295,000 円に対して第 3 次産業：
297.500 円と僅かに上回る．参考文献 8），第 1 章，p.6




一般列伍者（of the staff as much as the line）でもある．いわゆる会社員は，最も顕著なオーガニゼーション・マ





（33） 参考文献 12），p.105 ～ 113
（34） 参考文献 1），p.84，l.47 ～ 49
（35）参考文献 1），p.82，右 l.30 ～ l.35
（36）同上，p.82，右 l.6 ～ l.12
（37）同上，p.82，右 l.15 ～ 17
（38）同上，p.82，右 l.21 ～ 26
（39）同上，p.87，右 l.22, 23，p.92，l. 19, 20
（40）同上，p.92，右 l.21 ～ 29
（41）同上，p.92，右 l.35 ～ 36
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